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地震により陥没した道路（神栖市）

液状化によるマンホールの抜け上がり（潮来市） 津波の被害を受けた大津漁港（北茨城市）

津波の被害を受けた那珂湊漁港（ひたちなか市）

　

平
成
二
十
三
年
第
一
回
定
例
会

は
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
二

十
二
日
ま
で
二
十
三
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
平
成
二
十

三
年
度
一
般
会
計
予
算
や
茨
城
県

流
域
下
水
道
事
業
基
金
条
例
な
ど
、

議
員
か
ら
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す

る
条
例
や
、「
子
ど
も
手
当
」
財
源
の
全

額
国
庫
負
担
を
求
め
る
決
議
な
ど
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
各

会
派
に
よ
る
代
表
質
問
（
六
・
七
面
）
や

一
般
質
問
（
八
・
九
面
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
三
月
十
一

日
、
県
議
会
で
は
、
議
事
堂
の
四
階
及
び

五
階
に
お
い
て
常
任
委
員
会
の
最
中
で
あ

り
、
付
託
議
案
や
そ
の
他
所
管
事
務
に
関

す
る
質
疑
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
委

員
会
室
の
天
井
や
壁
が
崩
落
す
る
な
ど
し
、

委
員
会
は
急
き
ょ
中
断
、
議
員
及
び
関
係

者
は
建
物
の
外
に
避
難
し
ま
し
た
。
十
五

日
の
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
予
算

特
別
委
員
会
の
中
止
な
ど
、
日
程
を
変
更

し
、
二
十
二
日
の
本
会
議
は
、
余
震
な
ど

に
よ
り
議
場
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
場
所
を
議
会
大
会
議
室
に

変
更
し
、
議
員
及
び
関
係
者
は
防
災

服
姿
で
本
会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

（
一
面
写
真
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条

例
、
人
事
、
意
見
書
、
決
議
な
ど
八

十
二
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四

十
六
分
、
三
陸
沖
で
発
生
し
た
我
が
国
観
測

史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
M
）
９
・

０
と
い
う
巨
大
地
震
は
、
宮
城
県
栗
原
市
に

お
い
て
震
度
７
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
本

県
で
も
日
立
市
ほ
か
三
市
に
お
い
て
震
度
６

強
と
、
こ
れ
ま
で
県
内
に
お
い
て
発
生
し
た

地
震
の
中
で
最
も
大
き
な
震
度
を
記
録
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
三
十
分
後
に
本
県
沖
を

震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
M
）
７
・
４
の
地
震
で
も
、
鉾
田
市
で
震

度
６
弱
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
に
お

い
て
、
最
大
波
が
二
十
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と

言
わ
れ
る
津
波
が
来
襲
し
、
多
く
の
人
命
を

奪
う
と
と
も
に
、
市
街
地
な
ど
に
壊
滅
的
な

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
、

地
震
に
加
え
、
最
大
６
・
３
メ
ー
ト
ル
に
達

し
た
と
言
わ
れ
る
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
人

命
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
家
屋
や
船
舶
な

ど
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
県
内
に

設
置
さ
れ
た
避
難
所
で
は
、
ピ
ー
ク
時
で
七

万
七
千
二
百
八
十
五
人
の
方
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
の
人
的
被
害

及
び
物
的
被
害
に
つ
い
て
は
、
表
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
状
況

　

本
県
の
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
地
震
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後
に
お
い
て

は
、
電
気
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
約
80
％
が

停
電
し
、
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
断
水
が

二
十
六
市
町
村
、
一
部
断
水
が
十
二
市
町
村

と
い
う
状
況
で
し
た
。
電
気
に
つ
い
て
は
、

三
月
十
八
日
に
全
市
町
村
で
復
旧
し
、
水
道

に
つ
い
て
も
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
四
月
十
二
日
現
在
に
お
い
て
も
、
北
茨

城
市
、
鹿
嶋
市
、
潮
来
市
、
神
栖
市
の
四
市

で
一
部
断
水
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ガ
ス
に
つ
い
て
は
三
月
二
十
四
日
に
全
面
復

旧
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
各
線
や
県
内
各
バ
ス
路
線
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
に
つ
い
て
も
、
地
震
に
よ
り
多

大
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
運
行
に
支
障
を
き

た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
着
実
に
復
旧
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
状
況

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

(http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/)

　

な
お
、
こ
の
地
震
に
伴
い
余
震
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

揺
れ
の
強
か
っ
た
地
域
で
は
、
余
震
に
よ

る
強
い
揺
れ
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
や
家
屋
の

倒
壊
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
余
震
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
大
き
な
余
震
が
発
生
す
る
と
津
波

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
津
波
警
報
や

津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今定例会の概要東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て


